







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































語 子源の読み ←→ 吊用灘吾発日 ←■→ 現代アクセント舌　の読み
理　の読み　　　　　　　備考
日示 O アンジ　　　　　　ジ」’臼 O
一言を呈す 「一言」イチゲン ◎ イチケ゜ン ◎ 「一言（～を呈する）」イチケ゜ン
胸に一物 （一っのたくらみ、穏謀） ◎ イチモツ　　　　成句として従来の読み方に従ふ ◎
一緒 ◎ イツショ　　　　　「シヨ」 ◎ 「《一緒》」イツショ
越権 ◎ エッケン　　　　古くは「ヲッケン」 ◎
圓滑 ◎ エンカツ ◎ 「円滑」エンカツ
議定書 ◎ ギテエショ　　　「テエ」内閣に照会済・外務省に照 ◎
会済
嗅覚 ◎ キュウカク ◎ 「きゅう覚《嗅》」
減殺 ◎ ゲンサイ　　　　「サイ」常用語中「サイ」と読むは上の ◎
二語のみとす
絢燗 ◎ ケンラン ◎ 「《絢欄》」
膏盲 ◎ コオコオ　　　　「病膏盲に入る」など ◎ 「病こうこう《膏盲》」ヤマイコーコー
誤謬 ◎ ゴビュウ ◎ 「誤びゅう《謬》」ゴビユー
示威運動 ◎ ジイウンドオ　　　「ジ」濁音 ◎ ［示威」ジイ
謹櫨漣滅 「浬滅」インメツ ◎ ショオコインメツ ◎ 「隠滅」インメツ
上梓 ◎ ジョオシ ◎ 「じょうし《上梓》」
饒舌 ◎ ジョオゼツ ◎ 「じょう舌《饒》」ジョーゼツ
從容 ◎ ショオヨオ　　　　「従容として死に就く」など ◎
贈罪 ◎ ショクザイ ◎ 「しょく罪《賄》」ショクザイ
眞摯 ◎ シンシ ◎ 「《真摯》」
神事 ◎ シンジ　　　　　「シ」清音古くは「ジンジ」 ◎
進捗 ◎ シンチョク ◎ 「進ちょく《捗》」シンチョク
数奇 ◎ スウキ　　　　　『数奇な運命』など ◎
刹那 ◎ セツナ　　　　　「セツ」慣用音に従ふ ◎ 「《刹那》」セツナ
着服 「著服」チヤクフク（「着」は著 ◎ チャクフク　　　　「フク」 ◎
の俗字）
稠密 ◎ チュウミツ ◎ 「ちゅうみつ《稠密》」チューミツ
傳播 ◎ 一“　　oAンハ ◎ 「伝ぱ《播》」デンパ
天稟 ◎ テンピン　　　　　「ビン」「ピン」 ◎ 「天びん《稟》」テンピン
憧憬 ◎ ドオケエ ◎ r《憧憬》」ドーケイ
讃會 ドククワイ ◎ ドッカイ　　　　「ド」濁音『読会省略』など ◎ 「読会」ドッカイ
人氣 ◎ ニンキ　　　　　「ニン」『人気がある』『土地の人気』 ◎ 「人気」ニンキ
など
稗史小説 「稗史」ハイシ ◎ ハイシショオセツ ◎ 「はい史《稗》」ハイシ
抜群 ◎ バツグン　　　　古くは「バックン」 ◎
卦音 ◎ ブイン　　　　　成語・成句として従来の読み方に従 ◎
便宜 ◎ ベンキ゜ ◎
嚢起 ◎ ホッキ　　　　　「ホツ」呉音（これらの外は多く漢音 ◎ 「発起」ホッキ
「ハツ」に読む）
畿句 ◎， ホック　　　　　「ホツ」呉音（これらの外は多く漢音 ◎ 「発句」ホック
「ハツ」に読む〉
獲心 ◎ ホッシン　　　　「ホツ」呉音（これらの外は多く漢音 ◎ 「発心」ホッシン
「ハツ」に読む）
嚢端 ◎ ホッタン　　　　「ホツ」呉音（これらの外は多く漢音 ◎ 「発端」ホッタン
「ハツ」に読む）
由緒 ◎ ユイショ　　　　　「シヨ」 ◎
獺惰 ◎ ランダ ◎ 「らん惰《瀬》」ランダ
ロ．『字源』で複数の読みがあり、『常用漢語』および現代では単独の読みになっているもの（AB／A／A）8項目
語 子源の言み ←一→ 吊用｝語発日 ←一→ 現代アクセント舌　の読み
理　の読み　　　　　　　備考
言諸 ’ンゴダ　ダン・ゴンゴダ　ダン ゴンコ“ダン　　ゴン」　口　語してイ”の読み o
に従ふ
刺客 セキガク・シカク o シカク ◎
笑殺 セウサツ・セウサイ ○ ショオサツ　　　　「サツ」慣用音に従ふ（原義は「甚 ◎
神宮 シンキユウ・ジングウ 0 ジングウ　　　　「ジ」濁音（国定教科書の振仮名に ◎
従ふ）
相殺 サウサツ・サウサイ ○ ソオサイ　　　　「サイ」常用語中「サイ」と読むは上の ◎
二語のみとす
拶殺 ナウサツ・サウサイ O ノオサツ　　　　「サツ」慣用音に従ふ（原義は「甚 ◎ 「悩殺」ノーサツ
忙殺 バウサツ・バウサイ O ボオサツ　　　　「サツ」慣用音に従ふ（原義は「甚 ◎
登作 ハツサ・ホツサ O ホッサ　　　　　「ホツ」呉音（これらの外は多く漢音 ◎ 「発作」ホッサ
「ハツ」に読む）
ハ．3冊とも同じ発音が掲載されているが現代では複数の読みが認められているもの（A／A／AB）8項目
語 子源の読み ←→ 吊用灘吾発目 ←→ 現代アクセント舌　の読み
理　の読み　　　　　　　備考
O エツ不ン　　　　　　はヲツ不ン」 エツ不ン、　ツ不ン
議定官 「議定」ギテイ ◎ ギジョオカン　　　「ジョオ」賞勲局に照会済・行政裁判 O 「議定」ギジョー；「議定」ギテイ
所に照会済 （それぞれ別項目）
水郷 ◎ スイキョオ　　　　「水郷めぐり」など O スイキョー、（スイゴー）
同人 （同じ志の人） ◎ ドオジン　　　　『同人雑誌』など O ドージン、（ドーニン）
白衣の勇士 （語釈として「しろきころも、びゃ ◎ バクイ O バクイ　；バクエ　；ビャクイ　；
くえ」あり） ビャクエ（すべて別項目）
白衣の天使 （語釈として「しろきころも、びゃ ◎ バクイ ○ バクイ　；バクエ　；ビャクイ　；
くえ」あり） ビャクエ（すべて別項目）
分泌 ◎ 、ブンピツ O ブンピ、（ブンピツ）
末席 ◎ マッセキ　　　　　「マツ」 ○ マッセキ、バッセキ
二．『字源』と現代では複数の読みがあるもの（AB／A／AB）4項目
語 子源の読み ←→ 吊用含語発日 ←一一→ 現代アクセント舌　の読み
理　の読み　　　　　　　備考
カ　ハン・カクハン カクハン　　　　　カク」量　日にイふ ’」カクハン、コーハン
撹乱 カウラン・カクラン o カクラン　　　　「カク」慣用音に従ふ O 「かく乱《撹》」カクラン、コーラン
茶菓 サクワ・チヤクワ 0 チャカ ○ サカ；チャカ（それぞれ別項目）
茶話会 「茶話」サワ・チヤワ O チャワカイ 0 サワカイ、（チャワカイ）
ホ．『字源』のみ異なる読みのもの（A／B／B）26項目
語 子源の読み ←→ 吊用1語発日 ←一→ 現代アクセント舌　の読み
理　の読み　　　　　　　備考
一冨　3い 一言」イ　　’ン × コン　　　　ゴン」’口’語してイ’の読み O 一言～　よい」イ　コン
に従ふ
一言半句 イチゲンハンク × イチゴンハンク　「ゴン」成句成語として従来の読み方 ◎
に従ふ
蕩奥 ウンアウ（注17） ウンノオ　　　　成語として従来の読み方に従ふ ◎ 「纏奥」ウンノー
過言 クワゲン × カゴン　　　　　「ゴン」成句成語として従来の読み方 ◎
に従ふ
忌講 キキ × キイ　　　　　　「イ」慣用音に従ふ ◎ 「《忌諦》」キイ
三種の神器 「神器」シンキ X サンシュノジンキ゜「ジ」濁音（国定教科書の振仮名に ◎
従ふ）
撒水車 サツスヰ X サンスイ　　　　「サン」慣用音に従ふ ◎ 「散水車」サンスイシャ
撒布 サツプ X サンプ　　　　　「サン」慣用音に従ふ ◎ 「散布」サンプ
指示 シシ × シジ　　　　　　「ジ」濁音 ◎
情緒 ジヤウシヨ × ジョオチョ　　　「チョ」慣用音に従ふ ◎
省略 セイリャク X ショオリャク　　　常用語中「帰省」「反省」「内省」「三 ◎
省」「人事不省」及び「省察」の外は
「ショオ」とす
神社 　　、　“Vンソヤ × ジンジヤ　　　　「ジ」濁音（国定教科書の振仮名に ◎
従ふ）
神道 シンダウ X シントオ　　　　「シ」清音『神道十三派』など ◎
他言 タゲン × タコ゜ン　　　　　「ゴン」成句成語として従来の読み方 ◎
に従ふ
端緒 タンシヨ × タンチョ　　　　「チョ」慣用音に従ふ ◎
堪能 カンノウ × タンノオ　　　　「…に堪能な人」など（日常語として） ◎ 「たんのう《堪能》」
緒に就く ショ X チョ　　　　　　「チョ」慣用音に従ふ ◎ 「緒」チョ
緒言 シヨゲン × チョケ゜ン　　　　「チョ」慣用音に従ふ ◎
緒論 シヨロン × チョロン　　　　　「チョ」慣用音に従ふ ◎
提示 テイシ × テエジ　　　　　「ジ」濁音 ◎
悼尾 テウビ × トオビ　　　　　「トオ」慣用音に従ふ ◎ 「とう尾《悼》」トービ
濁壇場 「独檀」ドクセン × ドクダンジョオ　　「濁檀場」より生じたる新しき語と認 ◎ 「独壇場」ドクダンジョー
駁論 バクロン × バクロン ◎ 「ばく論《駁》」バクロン
末子 マツシ × バツシ　　　　　　「バツ」 ◎
反駁 ハンパク X ハンバク ◎ 「反ばく《駁》」ハンバク
白衣観音 「白衣」バクイ（語釈として「しろ × ビャクエカンノン　成語として従来の読み方に従ふ ◎ 「白え観音」ビャクエカンノン
きころも、びゃくえ」あり）
素乱 ブンラン × ビンラン　　　　「ビン」慣用音に従ふ ◎ 「びん乱《素》」ビンラン
へ．『アク辞』で『字源』と『常用漢語』の両方の読みを採用しているもの（A／B／AB）8項目
語 子源の読み ←→ 吊用灘吾発日 ←一→ 現代アクセント舌　の読み
理　の読み　　　　　　　備考
心⊥L叩 アンジン1ツメイ × アンシンiツメエ　　　はアンジンリュメエ」 アンシンτツメ　、アンジンリューメ
音信不通 「音信」オンシン × インシンフツウ　　成語・成句として従来の読み方に従 ○ オンシンフツー、（インシンフツー）
奥義 アウギ × オクキ゜　　　　古くは「オオキ゜」 O オーキD、オクキ゜
早急 サウキフ × サッキュウ　　　「早急」「早速」の二語に限り「サツ」と ○ サッキュー、（ソーキュー）
読む ’
重複 チヨウフク X ジュウフク　　　「ジュウ」を第一音として、漢文風の O チョーフク、（ジューフク）
成句の外は主として「ジュウ」を用ふ
ることとす（「重宝な」は別の意味）
同人 ドウジン（同じ志の人） × ドオニン　　　　「ニン」「同ジ人」の意味 o ドージン、（ドーニン）
末孫 マツソン × バツソン　　　　　「バツ」 ○ バッソン、マッソン
放縦 ハウシヨウ × ホオジュウ　　　「ジュウ」慣用音に従ふ 0 ホージュー、ホーショー
ト． 『字源』と『常用漢語』は同じだが現代では違う読みになっているもの（A／A／B）2項目
















語 子源の読み ←一→ 吊用1語発自 ←→ 現代アクセント舌　の読み
理　の読み　　　　　　　備考
奈 キツ × ツ　ヤ × キッ
軽重 ケイチヨウ × ケエジュウ　　　　「ジュウ」を第一音として、漢文風の成 × ケイチョー
句の外は主として「ジュウ」を用ふること
とす（「重宝な」は別の意味）
杜撰 ヅサン × ズザン × 「《杜撰》」ズサン
絶叫 ゼツケウ × ゼッキュウ　　　　「キュウ」慣用音に従ふ × ゼッキョー
讃書會 「讃書」ドクシヨ × トクショカイ　　　「トク」清音 × 「読書会」ドクショカイ
人面獣心 ジンメンジウシン × ニンメンジュウシン　「ニン」成句として従来の読み方に従ふ × ジンメンジューシン
評定官 「評定」ヒヤウテイ × ヒョオジョオカン　　「ジョオ」賞勲局に照会済・行政裁判 × 「評定」ヒョーテイ
所に照会済
満腔 「満腔子是側隠之心」「満腔子 × マンクウ　　　　　「クウ」慣用音に従ふ × 「満こう《腔》」マンコー
都是春意」マンカウ
リ． 『字源』あるいは現代『アクセント辞典』に語形掲載のないもの・その他41項目
語 子源の読み ←→ 吊用1語発日 ←→ 現代アクセント舌　の読み
理　の読み　　　　　　　備考
し」セツタン × ダンキ　　　　イ」‘　語二でふ φ
綴字法 「綴字」テイジ × セツジホオ　　　「セツ」慣用音に従ふ φ
洗海 センデキ X センジョオ　　　「ジョオ」慣用音に従ふ（法律用語の φ（「洗浄」センジョー）
「瀞除」は「テキジョ」
参差 ◎ シンシ φ
品隙 ◎ ヒンシツ φ
蠕動 ◎ ゼンドオ φ
使嚥 ◎ シソオ φ
戒筋 ◎ カイチョク φ
席末 ◎ セキマツ　　　　「マツ」 φ
責臨 ◎ ヒリン φ
謬見 ◎ ビウケン φ
忌服 ◎ キブク　　　　　「ブク」 φ
未亡人 ◎ ミボオジン φ
稟性 ◎ ヒンセエ　　　　　「ピン」「ピン」 φ
橡大 「橡大之筆」テンダィノブデ ◎ テンダイ　　　　「橡大の筆を揮ふ」など φ
慰籍 「慰籍」ヰシヤ ◎ イシヤ φ　（「慰謝」イシヤ）
練達堪能 φ レンタツカンノオ　「練達堪能の士」など φ
稟申 φ リンシン　　　　「リン」慣用音に従ふ φ
装慎 φ ソオテエ　　　　「テエ」慣用音に従ふ φ（「装丁」ソーテイ）
載然 φ サイゼン　　　　「サイ」慣用語二従ふ × 「せっ然《載》」セツゼン
貼付 φ チョオフ × 「てん付《附》」テンプ
讃者 φ トクシャ　　　　　「トク」清音 × 「読者」ドクシャ
核心 φ カクシン ◎
黙殺 φ モクサツ　　　　「サツ」慣用音に従ふ（原義は「甚 ◎
公示 φ コオジ　　　　　「ジ」濁音 ◎
遂行 φ スイコオ ◎
讃本 φ トクホン　　　　　「トク」清音 ◎
服喪 φ フクモ　　　　　　「フク」 ◎
古刹 φ コサツ　　　　　「サツ」 ◎ 「《古刹》」コサツ
弛緩 φ シカン ◎ 「《弛緩》」
名刹 φ メエサツ　　　　　「サツ」 ◎ 「《名刹》」メイサツ
簡明直載 φ カンメイチョクサイ「サイ」慣用語二従ふ O 「簡明直せつ《戴》」カンメイチョクセ
ツ、（～チョクサイ）
口腔 φ コオクウ　　　　「クウ」慣用音に従ふ ○ 「口くう《腔》［医］」コークー；「口こ
う《腔》」コーコー
残津 φ ザンシ ◎ 「残し《倖》」
定例閣議 φ テエレエカクキ゜　「テエ」内閣に照会済・外務省に照 ◎ 「定例」テイレイ
会済
檸猛 φ ドオモオ ◎ 「どう猛《檸》」ドーモー
護頭人 φ ホットオニン　　　「ホツ」呉音（これらの外は多く漢音 ◎ 「発頭人」ホットーニン
「ハツ」に読む）
豊饒 φ ホオジョオ ◎ 「豊じよう《饒》」ホージョー
稟議 φ リンキ゜　　　　「リン」慣用音に従ふ ◎ 「りん議《稟》」リンキ゜
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固有語 漢語 外来語 混種語
北朝鮮 21 15 0 12
韓　国 0 7 39 2
（語）
　このような状況（同じ概念を指し示すスポーツ用語において、北朝鮮では固有語が多く、
韓国では外来語が多いこと）になっているのは、日本と韓国が戦後ともにアメリカの影響
を強く受けてきたことが背景にある。なお、上記の韓国語の漢語「7語」はすべて野球用
語である。
　ただし、「スポーツ放送には外来語が多い」とは言っても、スポーツの種目による違いは
見られる。宮島達夫（1981）は日本放送協会編『放送のためのスポーツ辞典』全20冊（1957
～1964刊行、市販本）（注5）の収録語彙の語種（和語・漢語・外来語・混種語）を詳細に
分析したものであるが、この成果を用いて「それぞれの種目においてもっとも優勢な（＝＝
占める割合の多い）語種は何か」という観点から見てみると、
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和語優勢種目　：
漢語優勢種目　：
外来語優勢種目：
混種語優勢種目
相撲、柔道　　　　　　　　　　　（計2種目）
馬術、近代五種、ライフル射撃　　（計3種目）
クレー射撃、レスリング、自転車、競泳、シンクロナイズドスイ
ミング、ウエイトリフティング、スキー、ボート、フェンシング、
陸上競技、ヨット、ウォーターポロ、野球、ハンドボール、スケ
ート、バレーボール、ホッケー、バスケットボール、サッカー、
ラグビー、卓球、カヌー、アメリカンフットボール、ボクシング、
テニス　　　　　　　　　　　（計25種目）
　飛込、体操　　　　　　　　　（計2種目）
というような分布状況になる。ここで、「混種語優勢種目」となっている2種目（飛込、体
操）における混種語の内訳を見てみると、もっとも多いパターンは「和語と漢語との組み
合わせ」となっており、この「和語と漢語との組み合わせ」だけでもそれぞれの和語・漢
語・外来語より多い数値になっている。このことを含めて考えると、h記の32種目は、
○【在来語（＝和語＋漢語）優勢種目】：
　　「相撲、柔道、馬術、近代五種、ライフル射撃、飛込、体操」
○【外来語優勢種目】
　　　上記以外
（計7種目）
（言十25種目）
のように分類するすることができる。この2分類は、それぞれのスポーツがどの時期に日
本に導入されたか（相撲・柔道の場合には「生まれたか」）ということと強く関連している
ものと思われる。
10．4　スボーッ放送に外来語が多い背景
　放送開始当初のころ、アナウンサー・記者をはじめとして放送従事者たちは「耳で聞い
てわかりやすい日本語」の模索に格闘した。その中でも、耳で聞いたときの漢語のわかり
にくさが特に大きな問題であった（塩田雄大（2007，3）（2007．6））。これに対して外来語は、
拍数は長いものの漢語に比べて（なじんだ外来語であれば）わかりやすいという利点があ
り、初期の放送では外来語の使用は（太平洋戦争開戦以降との比較で言えば）それほど躊
躇されなかった。
　また当時の陸軍では、国威の発揚から（保科孝一（1942）の表現では「軍の嚇を深っ
とのふ淫滋か6」）外来語（＝「敵性語」）の使用が控えられた戦時中であっても、兵器名・
部品名に難しい漢字・漢語が多すぎることが「函瞳「の遊濃κ庫窪となつτゐる」ことから、
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兵器名の簡易化が進められた（楳垣実（1942））。例えば、π生硬な灘名を置潤譲のもの
だ改めノt－6のyとして、
極軟鋼鍍錫　→　ぶりき
纒絡機　→　ウインチ
制動機　→　プレーキ
輻履　　→　スポーク受
牝螺　　→　ナット
傳聲筒　→　メガホン
孤光燈　→　アーク燈
柾起器、抗重器　→　ジャッキ
輸削機　→　フライス盤i
電動鐙孔器　→　ハンドボール
縫綴機　→　ミシン
稜鏡　　→　プリズム
雨脚規　→　コンパス
噴焔器　→　トーチランプ
尖鉋　　→　フライス
断鋏器、鐵線鋏　→　ベンチ
牡螺範　→　ダイス
牝螺範→　タツプ
螺鋪　　→　スパナ　　・
轄把　　→　ハンドル
歪輪　　→　カム
活塞　　→　ピストン
噴嚇　　→　ノズル
卿筒　　→　ポンプ
などが外来語に言い換えられている（保科孝一（1942）pp．65－68、字体は原文のとおり）。
　以上からもわかるとおり、実利面で言えば、「外来語は漢語よりも耳で聞いてわかりやす
い」側面もあるのである。
　放送でのニュース文が、一度文字で書かれたもの（放送開始初期には新聞用の文章をも
とに書き換えていた）を音声化するという過程を経るために「漢語j使用の「癖」がなか
なか抜けないのに対して、スポーツ中継ではそのような過程がないことも、「耳で聞いてわ
かりやすい」外来語（ただし一般によく知られた語・表現が中心）がスポーツ中継で用い
られることが多かった理由の1つであろう。音声を土台にしたメディアである放送におい
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ては、漢語だからよいとか外来語だからだめだというような単純な議論ではなく（ただし
太平洋戦争中の一時期は例外）、あくまで「耳で聞いたときにわかりやすいかどうか」とい
うことに重点を置いてきているのである。
【10章　注】
注1：この1927年8月の野球放送を「日本最初のスポーツ中継」であるとみなす論がある
が、それよりも京城放送局（JODK）による同年6月18日の大相撲実況のほうが時期的
に早いという反論が山口誠（2003）で提示されている。これは日本人アナウンサーによる
日本語での実況で、東京での大相撲がJODKで中継放送されたもので、　JODKと東京
との「有線連結放送」の試験として放送されたものだとされている（。1司奈（1999）p．126）。
なお同局からの朝鮮語による最初のスポーツ中継放送は1933年4月14日のボクシング実
況である（01川命（1999）p．141）。
注2：「ラヂオを通じて展へられた　広陵松本鉄火の血戦　レシーバーを叩く強烈な声援」
『アサヒスポーツ』第5巻第19号（臨時増刊）1927年から一部を引用。漢字は現代の字
体に直した（これ以降の引用も同様）。原文には「観衆のどよめき」や「声援と拍手の騒音」
を表す符号も付されているがここでは省略した。また改行も適宜調整した。なお、竹山昭
子（2001）（竹山昭子（2002）に再録）でもこの速記録の一部が紹介されている。
注3：「早慶大野球戦放送記」『文藝春秋オール読物号』1931（昭和）6年12月号から一部
を引用。ルビは省略した。
注4：ただし、1931（昭和6）年の中継放送と、1937（昭和12）年から1945（昭和20）年
のドラマ番組とを比較するのは、この当時に激変した社会背景（太平洋戦争開戦以降は放
送での外来語の使用を相当控える動きがあった）を考慮すると、時期としてやや離れてす
ぎているというおそれもある。なお、開戦以降は、以下にも見えるとおりスポーツ関連の
放送自体が極端に制限されていた。
　fこST，雄番紐のうちこの一年の潤だ最6変フた跡葦翻の緬だつのτ考へTLE
たの。撚鑓（引儲注：現代のNHKラジオ第二放送に相当）の斑〆罎フτ，瀦当働
　ら既だ大舐分の遅膨巌放迭ぽ番彪1厩か6労えτ乙まつτゐノを。騨や撰の羨1な大衆
　催を券つbのさへ麿々の解夕を受げτ、継畷や餅輝を繊さ虎τ痴を。そ乙τ今年
　だスつτからなメ次学グーグ6潔労さカ、中霧球bなぐなつノを。こ虎で、従裏彌／ズ
　ポーソ撹凶の対蒙とさカτゐ、を｛らのぽ殆どすべτなぐ、なつたわげである。ノ
　（川添照夫（1943）「転換期を過ぐ」（特集・開戦第二年の放送（アナウンス））『放送研
　究』第三巻第二号）
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注5：この資料に関して、「継で便わ虎るズポーツ房房が：Uffク　．kうでわかクやすぐ、　L
かbズポーツ掬寿の彷語）VShlZZI乙ぐ使わカることを差7的と乙τ纏さ虎た。このため、洛児
だ’乙房だアクセンみを〃げる、などの紹かの・L・厘7クが乙τある。このズポーッ＃JR？のシグー
ヌツ反禰32年3万〆ご」箸1善喝励を矧デデ憂，雛乙τ矧庁∠．，繍39年9汚1〆ご、第20
巻fフェンシング・、馬術・近搾五種／と，ffi7ew／ズポーツ轍の月どころノを刑庁乙τシ
グーズ三会蕃の矧庁を終えノを。」（西谷博信（1965））という解説が成されている。なお、宮島
達夫（1981）に掲げられた収録語数の数値をすべて足し合わせると、1巻から20巻までの
合計で計8883語となる。この『放送のためのスポーツ辞典』は、おそらく東京オリンピッ
クを意識して企画が始められたものである。1956（昭和31）年5月21日に「放送スポー
ツ用語専門委員会」という組織がNHK内に発足し、その後本稿の筆者が確認しただけで
も80回以上の会議を開いた上で継続的に審議が進められたようである。
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　現代語の基礎語彙（1000語）を中心として見た場合、近代前期（明治末）までの時点で、
現代語の9割以上（95％）がすでに成立していたことが明らかにされている（安部清哉
（2009））。日本語の全国標準語は、書きことばとしてのものは大正時代にはすでにほぼ完
成していたと言える。例えば田中牧郎（2005）には、「新乙の誕か縮乙，∠7語文が洋及
乙，讃と文倣ンが釦ぎだ／吻かラの∠よ20齪瀦r男治菱鰯〕ら大粥〆ωである。この、
書ぎ譲が姜r定だ向かう20齪初嘱1を、現〆e語の確立顛とEることができる」という記述
が見られる。
　それに対して話しことばの面では、これまでにも述べてきたとおり、同時代においても
開拓すべき事項がまだ山積していた。大正末期に始まったラジオ放送では、ことばの音声
的表現方法に関して、各放送局でそれぞれ模索をしている状態で、各地の放送局を結ぶ全
国中継放送がしだいにふえてくるにつれ、部内から「放送で使うことば（音声面での標準
語）のよりどころがほしい」という要望が強くなってきた。また社会的にも、標準語を整
備するのは放送の責務である、という声が高まっていた（塩田雄大（2007．7）（2008．3））。
だが、話しことば・音声言語に対する学問的な研究、実践的な研究は、当時の国語学では
まだほとんどなされていなかった（安田敏朗（2006）p．178）。
　こうした状況の中で、1934（昭和9）年に、放送に用いる日本語を整備するための機関
「放送用語委員会」が組織され、指針策定と具体的決定を行ってきたのである。
　近現代における日本語の変遷を言語生活史の観点からとらえると、テレビの登場が大き
な位置を占めている。この点を重視して、岩淵匡（2004）では、1873（明治6＞年から1953
（昭和28）年の問を「近代語（後期）」と位置づける一方、テレビ放送開始を節目としてそ
れ以降を「現代語」として扱っている。いま生きている私たちが実感として「現代語」と
考えるのは、おおむねこのような時期のものではないだろうか。このような観点に立脚す
るならば、本稿で取り上げてきた時期の日本語は、「近代語（後期）」の後半部であるとい
うことになろう。これは、「現代語」が成立するのにあたってのきわめて重要な前段階であ
ったと位置づけることができるだろう。
　日本語史の観点から放送用語というものをとらえなおしてみると、
大正のころまでに完成していたと思われていた「標準語」が、放送の開始によって「強
制的に音声化」されるという洗礼を受けたことによってさまざまな不備が露呈した。
これを解決するために、日本放送協会では継続的に放送用語の調査・研究と審議・決
定をおこなってきた。
というように言うことができると筆者は考えている。このようなことを念頭に置きっっ、
あらためて既述の各章の内容を検討してみる。
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11．1本稿の各章に関する再考
　本稿の2章「開始当初の放送に現れた日本語の「間違い」」についてあらためて述べると、
少なくとも日本語学の立場からは、言語表現に関して「間違い」であるかどうかを判定す
ることが決して容易ではないことが、あらためて浮き彫りになる。一般に放送で「間違い」
とされるものは、明白な「誤り」ばかりではない。
　たとえば、現代の首都圏の若者を中心に使われる文末詞「～くね？」を例に取り上げて
みよう。これは「～くない？」を縮めた形で、「ヤバくね？」「意味なくね？」「やってなく
ね？」などのように相手の同意を要求するような文脈において使われてきている。近年ま
では「ヤバい」「（意味）ない」などのような形容詞や「（やってい）ない」のような形容詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひヒ型の助動詞に接続するのが一般的であったが、このごろでは「もう終わったくね？」「暇く
ね？」といった「非伝統的な」接続も見られるようになってきた。
　では、この「～くね？」の新型接続は、要するに「間違い」なのか。この問いには、特
定の「場」が与えられない限り、答えることができない。
　いま、アナウンサーが放送で「その話はもう終わったくねっすか？」などと言ったら、
多くの日本人が「間違い」であると感じるであろう。ここでは、公的な場面での言い回し
としてふさわしくないという観点が、「間違い1と等価なものとして扱われている。
　一方、若者どうしの会話で用いる「～くね？」はどうだろうか。それで互いの意思疎通
がきちんと成立しているのであれば、完全に「間違い」であると言い切ることは難しいは
ずである。ただし、この言い方が「大人」に向かって発せられた際には、現時点では「間
違い」であると非難されてしまうであろう。それは、その言い方が論理的に不正確だから
ではなく、非伝統的で大人に対する物言いとしてふさわしくないという判断からである。
　つまり、一般的に用いられる「ことばの間違い」というのは、論理的におかしいという
ことではなく、ある「場」においてふさわしくないという意味で用いられているのである。
　このように考えてみると、「ら抜きことば」に対する放送での扱いについても、比較的容
易に理解できるだろう。現在では「ら抜きことば」は日本じゅうで広く用いられており、
使用者の数でいえばむしろ主流派と考えても差し支えない（注1）。それにもかかわらず、（い
まだに）放送において「ら抜きことば」を間違いであると判定しているのは、放送という
「場」においては「ら抜き」はふさわしくないという意見が強いからである（Shioda（2011））
（注2）。別に「見れる」「食べれる」という言語表現自体が、特定の「場」を抜きにして「間
違っている」わけではない。あくまで「放送では」という条件が与えられた場合において、
「ら抜き」はふさわしくない、すなわち間違っていると判定されるのが現状なのである。
　また、「放送では」という条件に限定した場合でも、ある言語要素（音声・音韻・語形…
…）・言語使用を正しいものと考えるか、あるいは間違ったものと考えるかは、人によって
見解が異なる。このことは言語学・日本語学に接したことのある者にとってはきわめて当
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然のことなのだが、一般社会では必ずしも常識にはなっていない。たとえば、多くの「日
本語本」において「『弱冠』ということばを二十歳以外に用いるのは間違い」という記述が
頻繁に見られるが、中国の原典にさかのぼると、これが必ずしも正しくない（十八～二十
九歳ぐらいの人に対して「弱冠」を用いた用例も少なくない）といったこと（福田武史
（2002））が挙げられる。しかし、「『弱冠』ということばを二十歳以外に用いるのは間違い」
ということは、日本語に多少なりとも関心のある人たちの間では「常識」になってしまっ
ているのが現状である。このような場合、放送では中国での実例に従って「二十歳以外へ
の使用も決して間違いではない」という立場を取るのか、あるいは「日本語に関する薙蓄」
としてすでに成立している「事実上の標準（デファクト・スタンダード）」に従って「二十
歳以外に用いるのは間違い」という姿勢を取り続けるのか（注3）。これは、実務上さほど
容易な問題ではない。
　本稿の3章「最初の放送用語基準　1935年『放送用語の調査に関する一般方針』につい
て」に関しては、放送の「標準語」の位置づけを考える上で、非常に重要な側面を含んで
いる。放送用語は「f）　asの教養ある社会層だおのτ普遍1だ房ひらカる」ことばを基本とす
るように定めたのであるが、その一方で「メξ遍1房語と方’言との謙をなかる」という表現
もあり、「標準語jは東京語を中心としつつ諸方言からの要素も活用されうる余地が残され
ている。
　なお、現代では「東京の人の話すことば」が「共通語の手本」だと考える人は、全国的
に見ると決して多くはない。2006年におこなった世論調査では、「NHKのアナウンサーの
ことば」は共通語の手本だと考える人が51．9％であったのに対して、「東京の人の話すこと
ば」を選択して回答したのはわずか7．9％である（複数回答）（塩田雄大（2008。6））。
　本章は、この時期における「標準語」をめぐっての「方言」の位置づけが決定的になっ
た道筋を示したものである。
　本稿の4章「音声標準語の確立にあたって課題の多かった分野　～1939年『決定語彙記
録（一）』の分析から～」では、放送用語委員会が発足してから約5年間の間に審議・決定
された項目の数量に関して、【①アクセントに関する問題　②漢語の字音に関する問題③
外来語の語形に関する問題】の順で多かったことを明らかにした。これは、それまで「書
きことば」としての標準語はすでに成立していたと思われていたが、文字に表れない部分、
すなわち放送という「強制的な音声化」によって初めてあぶりだされてきた諸問題の中で
一番大きかったのがアクセントであったことを示すものである。なお、このような背景か
ら、一般に教育としてアクセントが教授される場合にも放送用語のアクセントが取り上げ
られることが非常に多い（中村通夫（1970））。また漢語の字音に関しても、書きことばで
の場合には「読みのゆれ」があってもさほど大きな問題とはならなかったので、放送が始
まるまではあまり整備・整理されてきていなかったのである。
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　本章は、こうした「音声面での不備」を補おうとしていた一過程として、日本語史の中
に位置づけられるであろう。
　本稿の5章「アクセント辞典の誕生　～放送用語のアクセントはどのように決められて
きたのか～」および6章「『アクセント辞典』における帰納的記述と演繹的規範　～複合動
詞のアクセントを例に～」では、標準アクセントを定めるという取り組みが容易な作業で
はなかったことを記述した。当時、東京という地域のアクセント自体がさまざまな「ゆれ」
を内包したものであったのに加えて、『アクセント辞典』の中心的な編纂者であった三宅武
郎は非東京出身者であり、おそらくそのことに起因して、自身の調査結果から得られた「傾
向」（＝複合動詞のアクセントに関する式保存）を「法則」として適用・再解釈し、現実の
東京語とは異なるやや過剰な一般化を施してしまった蓋然性を指摘した。
　こうした観点は、資料論と強く関連するはずである。つまり、一定の規範意識をもって
記されたある資料をもとにして、その当時の言語実態をどのように推定するのがよいのか
ということを考える契機となる。特に「辞書」の編纂には規範意識が強く働くので、辞書
の記述内容から言語実態を導き出すのには注意が必要である。
　本稿の7章「漢語の読み方はどのように決められてきたか　～戦前の放送用語委員会に
おける議論の輪郭～」および8章「「漢語の読みのゆれ」と『放送用語調査委員会決定語彙
記録（一）』」では、おもに漢語読み方に関する字音のゆれをめぐってなされた取り組みを
記述した。このことは、屋名池誠（2005）で主張されている「現κ語だおげる字’彦語の語
形のrゆカノな，字淳が傭ぎ字彦の一元危ソとのラ方向で存締奏を減らしτゆぐ，その
逮中囎で新賀局形が並存乙τのる沈髪であるとみることがでぎる」という視点から今後
あらためて整理してゆく必要があると考えている。
　日本語における漢語の字音読みがどのように変遷し、その中である読み方に公的な位置
づけが与えられる過程を示した章であると言える。
　本稿の9章「放送における外来語　その「管理基準」の変遷」および10章「スポーツ用
語にみる外来語の扱い」では、放送における外来語の扱われ方・表れ方にっいて記述した。
外来語は戦後になって急増したことがよく知られている反面、戦前・戦中は一般にあまり
使われていなかったものと解釈されることもある。ここでは、戦前と戦中とでは状況が異
なり、太平洋戦争開戦前に外来語のやや多い時期があったことを指摘した。
　外来語受容史の重要な一側面を表した章である。
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11．2　放送用語と「模範」、そして日本語の変化
　放送で話される日本語は「模範的」であるべきかどうかということに関して、NHK放
送文化研究所ではこれまでにいくつか調査をおこなったことがある。これらの結果からは、
放送で用いられることばはある程度「模範的」であるべきだという考えが比較的主流であ
ることがわかっている。
▽NHKのアナウンサーは、日本語の模範となるような、きちんとした敬語を使うべきだ
　　そう思う　…　78．8％（東京）／74．0％（大阪）
　　　［第1回現代人の言語環境調査（1987年2月28日～3月6日、東京区部の満16歳以上の男女1，200
　　　人および大阪区部の満16歳以上の男女800人、個別面接法、調査有効数（率）は東京799人（66．6％）、
　　　大阪485人（60．6％））、石野博史・稲垣文男（1987）に掲載］
▽あなたにとって標準的な日本語とは次の中のどれでしょうか。（複数回答）
　　アナウンサーのことば　…68．5％
　　新聞のことば　　　　　…53．8
　　教科書のことば　　　　…43ユ
　　標準的な日本語などない…11．0
　　先生のことば　　　　　…10．7
　　東京のことば　　　　　…9，1
　　　［第3回現代人の言語環境調査（1989年2月18日～26日、東京100キロ圏に住む16歳以上の
　　　男女1，800人、個別面接法、調査有効数（率）は1，185人（65．8％））、石野・丸田・土屋（1989）
　　　に掲載］
▽あなたは、現在の共通語の手本は何だと思いますか。（複数回答）
　　アナウンサーのことば　　　…71．9％
　　本や新聞のことば　　　　　…46．7
　　教科書のことば　　　　　　…29．7
　　ドラマや映画の俳優のことば…20．3
　　東京の人の話すことば　　　…11．0
　　教師のことば　　　　　　　…9．4
　　とくに手本になるものはない…3．4
▽NHKの放送では…
　　流行に左右されず、あくまで本来のことばつかいを大切にすべきだ　　…67．3％
　　放送局なのだから、時代に合ったことばつかいを取り入れるのは当然だ…26．9
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▽NHKの放送は…
　　ことばつかいや話し方の模範を示す必要がある　　　　　　　　　　…66．7％
　　とくに模範を示す必要はない　　　　　　　　　　　　　　　　　…28．9
▽NHKの放送は…
　　読み方や声の出し方は、放送人としてきちんと訓練をすべきだ　　　　…64．g％
　　内容が伝わるのならば、それぞれの持ち味で話せばよい　　　　　　　…32．2
　　〔以上　第10回現代人の言語環境調査（1996年3月7日～17日、全国20歳以上の男女1，800人、
　　個別面接法、調査有効数（率）は1，251人（69．5％））、加治木美奈子（1996）に掲載］
▽あなたは、共通語の話しことばの手本は何だと思いますか。（複数回答）
NHKのアナウンサーのことば
本や新聞のことば
民放のアナウンサーのことば
教科書のことば
特に手本になるものはない
一・ T1．9％
…30．3
…21，0
…20．6
…18．3
テレビドラマや映画の俳優のことば…14．4
学校の先生のことば　　　　　　　…7．9
東京の人の話すことば　　　　　…7．6
テレビに出てくる評論家・コメンテーターのことば…6．9
［共通語の現状に関する調査（2006年2月10日～13日、全国の満20歳以上の男女2，000人、層化
副次（二段）無作為抽出法、調査員による個別面接聴取法、調査有効数（率）は1，369入（68．5％））コ
　一方で、放送にはさまざまな役割の人（タレント、記者、ディレクター、アナウンサー
など）が出演しているが、それぞれに対してどの程度「模範的な日本語」の使用が求めら
れているのか（＝求められている模範性の「差」）という観点も、重要である。
　2008（平成20）年に、「テレビに出る人」「放送局の人」「アナウンサー」という3つに
っいて、それぞれがテレビに出たときに模範的な日本語を話すべきだと考えるかどうかを
尋ねてみたことがある。出題者側が想定したのは、1番目については「タレントや一般人
を含めた出演者全体」、2番目については「記者・ディレクター・アナウンサーなど」、3
番目は「アナウンサーのみ」を思い浮かべてもらえるだろうというものである。
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▽テレビに出る人が話す日本語についておうかがいします。あなたのお考えに、最も近い
ものを1つお答えください。
（1）『テレビに出る人は、みな、模範的な日本語を話すようにしたほうがよい』と思いま
すか。
　　非常にそう思う　　　　　　…18．8％
　　どちらかといえばそう思う　　…44．4
　　どちらかといえばそう思わない…24．0
　　まったくそう思わない　　　…10．2
　　わからない　　　　　　　　…2．6
（2）『放送局の人がテレビに出たときには、みな、模範的な日本語を話すようにしたほう
がよい』と思いますか。
　　非常にそう思う　　　　　　…38．4％
　　どちらかといえばそう思う　　…47．5
　　どちらかといえばそう思わない…10．0
　　まったくそう思わない　　　　…3．0
　　わからない　　　　　　　　…Ll
（3）『アナウンサーがテレビに出たときには、みな、模範的な日本語を話すようにしたほ
うがよい』と思いますか。
　　非常にそう思う　　　　　　…63．8％
　　どちらかといえばそう思う　　…29。9
　　どちらかといえばそう思わない…4，5
　　まったくそう思わない　　　　…1，2
　　わからない　　　　　　　　…0．7
　　［以上　平成19年度「ことばのゆれ」調査（2008年1月18日～27日、全国の満20歳以上の男女
　　2，000人、層化副次（二段）無作為抽出法、調査員による個別面接聴取法、調査有効数（率）は1，301
　　人（65．1％））、塩田雄大（2008．6）およびShioda（2011）に掲載〕
　この結果に見るとおり、アナウンサーに模範的な日本語を強く求める声は、かなりの割
合を占めている。実際の放送にあたっては、放送用語委員会で決定された諸事項はアナウ
ンサーたちによってかなり厳格に守られている
　では、放送での「模範的な日本語」は、一般の日本語に対してどのような影響を与えて
いるのだろうか。
　テレビをはじめとする放送が言語の変化にあたって果たしている役割については、過去
は別にして、現代では「辮だ友ひ乙雄の諜が道接だ兵遍i語必を進め，方言の遡
を濯乙たとな、考え6カ、なの」（井上史雄（1985））という見解が説得力を持つ。またテレ
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ビの影響によって方言の統一化が早まるかどうかということに関しても、社会言語学者
LabovおよびTrudgi11や方言学者McDavidは否定的な意見を表明している（ロング（1gg1）。
「ラジオ・硬画・テ〃どがθ営会話に与えた影響獄必ず乙も大きのものでぱなかったが
磁の諺々のカとあのまつτ癖轄なるものの存庄をススだ窺つかぜ，ぞカ〆ご享教の念を抱
かぜるre’1プの餐翻蕨、を乙ノを」（ミルロイ＆ミルロイ（1988））といったところが、穏当な
解釈であろう。
　テレビとの接触時間は非常に長いものであるにもかかわらず、言語変化に関して必ずし
も決定的な要因ではないと推定されるのは、テレビはあくまで「言語の一モデル」を提供
するだけで、それを採用（模倣）するかどうかは、最終的には個々の話者の意識的または
無意識的な選択にゆだねられているからである（塩田雄大（1999．11））。現代の日本語共通
語の形成にあたってテレビが一定の役割を果たしたのが事実である一方で、テレビのこと
ばが言語の理想型であるかどうかの解釈は時代や地域によって異なり、また個人によって
も異なる。テレビの全国放送が実施されて久しい今日において、方言の共通語化が進んで
いる地域とそうでない地域とがあるのは、地域に根ざした個々人の言語意識、地域での人
間関係や学校教育のほうがテレビよりも強い影響力を持っていることを間接的に物語る。
新しい言語表現を使う／使わないということにあたって、最も影響を及ぼすのはテレビで
はなく　「人的直接接触」である（塩田雄大（2003））。
　テレビ自体が「新しい言語表現」を先行的に生み出すことは、すぐに消えてしまう「一
過性の流行語」以外にはほとんどない。たいていは現実社会の言語現象の一部を切り取っ
て伝えているにすぎず、「現実」は常にテレビよりも先行しているのである（塩田雄大（2011
予定））。
　つまり、日本語に対する放送用語の影響に関しては、過大評価をしてはならない。しか
し、だからといって過小評価もしてはならないだろう。客観的な立場を取るならば、話し
ことばの「一モデル」を提供するという点において、放送は一定の役割を担ってきている
と言える。
　日高水穂（2009）では、新しく発生してきた言語表現に対して「ことばの乱れ」「間違っ
た日本語」であるという判断が下され、その考えがマスメディアを通じて喧伝されて人々
の「誤用意識」が増幅し、その結果自然な言語使用が抑制されているということが、「ら抜
きことば」と「マニュアル敬語」を例にしながら解説されている。
　このように「誤用意識・規範意識が言語変化に何らかの制限・影響を及ぼす」という発
想は、現実の言語変化の中には何らかの意識化がなされやすいものとそうでないものとが
混在していること（例えばアクセント変化に関して、「外来語の平板化」は「乱れ意識」と
結びつきやすいが、「用言の中高化」はあまり意識化されていない（塩田雄大（1999．10）
ことなど）を考慮すると、多少の留保をつけておく必要はあるものの、きわめて有効かつ
重要な視点である。これまで、言語変化に関して誤用意識・規範意識が取りざたされるこ
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とは、必ずしも多くはなかったのではないだろうか。例えば、「ら抜きことば」は文法面で
機能的であり、また実際に使用者が増加しているから、このままいくとすべての一段動詞
が早い時期に「ら抜き」になるという予測がかつて立てられたこともあったが、現実には
そのようにはなっていない。日高水穂（2009）で指摘されているとおり、規範意識が言語
変化を抑制しているものと思われる。
　言語学・日本語学の研究者の中には、「規範」というものを設定すること自体に積極的で
ない人もいるようである。人間の自然な言語を客観的に観察するためには、人為的な「規
範」は不要だという考えである。しかし筆者は、言語を話すのが人間の自然な姿であるの
と同時に、人間がある一定の社会において「言語の規範」を要求する（or要求してしまう）
のも、抑えることの難しい人間の習性の一つではないかと考えている。この種の習性・本
能のようなものの実態を探ってゆくのも、人文科学の一分野を担う日本語学の役割として、
あながち無駄なことではないように考えている（塩田雄大（2010））。そして、この「規範」
の一部を文字化したものの一形態が、本稿で取り上げてきた一連の資料であり、これに沿
って実践されているのが、現実の放送なのである。
【11章　注】
注1　「現実に使用数が多い」ことと「それが正しい表現である」こととは必ずしも結び
つかないことが、荻野綱男（2009）で指摘されている。言語の規範性は、言語使用の実態
からだけでは決定しにくいのである。
注2　世論調査の結果では、自分自身の言語使用とは別に、「NHKの放送では、『見られ
る』を『見れる』という、いわゆる『ら抜きことば』は使わないほうがよい」が65．9％、「『ら
抜きことば』を使ってもかまわない」が26．3％という結果が出ている（加治木美奈子（1996））。
注3　なお、「弱冠」の使用に関して現在のNHKでは以下のように明記している。
　　樋奴な場台だ硬っτ使の、記房しなのようだする。
　　　舟〆ご女荏〆ごぱ穂わなの。　x遡
　　6塗ノ本裳な石20勘を．蕊媒ずる烈現在でな棚的な岩甘の表現としτ使わ虎τの
　　る。ノ
　　　（NHK放送文化研究所編（2005）『NHKことばのハンドブック　第2版』p．99）
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　1章では、「標準語」が放送の開始によって「強制的音声化」という洗礼を受け、音声標
準語としてのさまざまな不備が指摘されたことを記した。このような状況下で、日本放送
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なレバに協会内に英語学者の岡倉由三郎を主査とした放送用語委員会（正式名称「放送用語並発音
改善調査委員会」）が発足した。
　2章では、戦前のラジオ放送での「日本語の間違い」として聴取者がどのようなものを
指摘していたのかを示した。あわせてそれらに対する日本放送協会側の見解も提示した。
　3章では、放送のための日本語を作り上げてゆくのにあたって日本放送協会で定められ
た日本最初の規定である『放送用語の調査に関する一般方針』の成立過程を概観し、以下
の諸点を論じた。
　　○草案と決定稿とを比較すると、草案では、ローカル放送における方言放送の構想や、
　　　方言アクセント調査の提案もされていた
　　○決定稿において、日本語の語彙を豊富にするための源泉の一つとして方言を活用す
　　　ることが挙げられている
　　○この方針を策定した組織（放送用語並発音改善調査委員会、現在の放送用語委員会
　　　の始祖）は英国BBCを範としており、　BBCの影響が具体的にどのような面に表
　　　れているのか、それがどのように現在に連なっているのか、といったことを今後考
　　　察してゆく必要がある。
　4章では、日本放送協会が1939（昭和14）年に出した資料『放送用語調査委員会決定語
彙記録（一）』について取り上げた。この資料の記述内容の分析を通して、日本語の「音声
標準語」が形成されようとする初期の段階においてどのような問題点があったのか、それ
に対してラジオ放送開始初期の「放送用語委員会」がどのような対応をし、それが日本語
および放送の歴史の中でどのように位置づけられるのかなどを視野に入れながら考察を進
めた。資料の分析から、放送における音声標準語策定の初期段階においては、
　　①アクセントに関する問題
　　②漢語の字音に関する問題
　　③外来語の語形に関する問題
の順で、解決すべき課題が多かったということが明らかになった。
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　5章では、日本放送協会で最初に編まれたアクセント辞典r日本語アクセント辞典』（1943、
昭和18）の成立過程をめぐって考察し、以下の諸点を論じた。
　○昭和の初期には、アナウンサーは各地の放送局で個別に採用されており、発音・ア
　　　クセント上での個人差が非常に大きかった。これに対して、ラジオ聴取者からの不
　　　満が寄せられていた。
　Ol934（昭和9）年以降は東京でアナウンサーを一括採用することになったが、アナ
　　　ウンサーを養成するための統一的な資料（アクセント辞典）の編纂が望まれた。
　○　「標準アクセント」としてどんなものを採用するかについては当時の社会でいろい
　　　ろな意見があったが、日本放送協会の担当者の問では、実践的な立場から東京語の
　　　ものを採用することでほぼ合意されていた。
　○放送用語委員会におけるアクセント関連の調査・審議は1936（昭和ll）年末から始
　　　まり、1938（昭和13）年に本格的におこなわれた。
　○一語一語の審議・決定にあたっては、神保格の提示したアクセント案の占めた役割
　　　が大きく、また最終的な選定にあたっては「なるべく一語一アクセントを目指す」
　　　という土岐善麿の姿勢が活用されたと解釈できる。
　○第1期放送用語委員会の終了に伴い、複数の委員による一語一語の審議・決定は「力
　　　行」の途中までで中断してしまい、それ以降の部分は日本放送協会側の担当者であ
　　　る三宅武郎が独力で編集をおこなったと推測できる。
　○　『日本語アクセント辞典』　（1943）は第1期の放送用語委員会の主導で編纂が始め
　　　られたが、これが1943（昭和18）年に発行されたときには、第2期の放送用語委員
　　　会が活動をしており、双方の決めた発音・アクセントの問にいくつかの食い違いが
　　　見られた。
　6章では、放送用語委員会の事務局担当者の一人である三宅武郎が一般的法則として帰
納的に指摘した「複合動詞アクセントにおける式保存の逆転現象」をめぐって、その後に
彼の成したアクセント記述・アクセント辞典編纂に対して、演繹的に「過剰適用」されて
しまったのではないかということを、アクセント辞典を資料として検証してみた。
　7章では、放送において漢語・漢字語の読みがどのように定められてきたのかというこ
とをめぐって、放送開始初期にあたる1934・1935（昭和9・10）年の状況を概観した。具
体的には、漢語・漢字語の読みに関してどのようなことが当時問題になっていたのかとい
うことを雑誌類の記述から瞥見したあと、いくつかの漢語・漢字語の読みに関する放送用
語委員会での提案・決定を議事録類から紹介し、まとまった公的資料である『常用漢語発
音整理表』（1935（昭和10）年）発行までの流れをめぐって考察した。当時の用語委員会の
決定に関して、以下のような諸特徴が見られた。
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漢語一語一語の「読み」の決定に関して、
○相当広範かつ詳細な資料を準備し、慎重に審議していたこと
○どちらかというと伝統的な「読み」よりも、全体としての規則性（記憶hの負担の
　軽減）を視野に大きく入れた新しい「読み」を採用しようとしていたこと
○その決定は、当時の規範的な漢和辞典の記述とは異なるものも少なからずあり、現
　在にまで同様に継承されているものが多い
　8章では、当時の「漢語の読みのゆれ」にはどのようなものがあり、それらに対して放
送用語委員会ではどのような方針を定めたのかを概観するために、4章でも取り上げたr放
送用語調査委員会決定語彙記録（一）』に掲載された漢語（計1062項目）を分析し、以下
の諸点を指摘した。
　○漢語1062項目のうち、当時「読みのゆれ」があったことが確実な漢語は366項目で
　　　あった。
　○この「読みのゆれ」のある366項目のうち、当時の放送用語委員会では4分の3程
　　　度の項目（270項目）に対して「1つの読み」に統一する形での決定を下し、この
　　　資料に掲載している。
　0一部の語について、おそらく当時の辞書類の記述（言質「ゲンシツ」、杜撰「ズザン」、
　　　拉致「ラッチ」など）は実態（現実の発音）に追いついていなかったものと想像さ
　　　れ、放送用語委員会では辞書類の記述とはある程度独立して決定を下した。
　9章では、放送において外来語をどのように取り扱うべきだとされてきたのかを取り上
げた。放送開始当初のころは外来語も適宜使うように示されていたが、次第に乱用すべき
ではないという姿勢に移り、太平洋戦争開戦のころには「外来語の言い換え」が積極的に
進められた。戦後になるとアメリカ英語からの外来語が増え、個別の外来語について放送
での使用可否を示す形態から、わかりにくい外来語は説明を付すか使用を避けるようにす
るなどといったおおまかな方針を提示する形に移行していった。
　10章では、戦前の野球中継とドラマ番組の外来語を比較し、放送において外来語が使用
される割合に関して、当時の野球中継は、ほぼ同時代のドラマ番組とはかなり異なってい
るのに対して、現代の野球中継とよく似た様相を呈していることを指摘した。つまり、野
球中継を含めたスポーッ放送において外来語の使用率が高いという状況は、放送開始当初
のころから続いており、それが現代にまで引き継がれているのである。
　11章では、ここまでに取り上げてきた内容をあらためて日本語史の観点をまじえて概観
した。大正のころまでに完成していたと思われていた「標準語」が、放送の開始によって
「強制的に音声化」されるという洗礼を受けたことによってさまざまな不備が露呈し、こ
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れを解決するために、日本放送協会では継続的に放送用語の調査・研究と審議・決定をお
こなってきたのである。また、言語変化を考察するのにあたって「規範意識」の観点を導
入することの必要性を提示した。
　本稿の冒頭でも述べたとおり、本研究は「日本語の『近現代史』にはまだ解明すべき部
分があるのではないか」という問題意識から始まった。例えば以下のような指摘を参照さ
れたい。
石阪倉（篤義）　従笑，鰭の鞭の醗と言うのは47茄語の硯と対立乙τ考える
のですね。史彫易勢との．えば逝’1安語までの醗を言ラわげで坑そこが推常だおか
乙．のと，望ラので菟現κ語な、黄融研のガ蒙〆乙ならなのぽずぱ、なぐτ、む乙ろそカ
が推営だ必要ウなのだ，現〆e房をガ蒙だすると、こカ∠図碧座7硯と言わなの。一方でな、
逝：置房以磁をガ蒙だすると、三会然酸融な屠方を乙τ1なのbので6、勿で6すべτを
鞭タク耽と祢する。學f、なる解び方の乏實酬」6乙力まぜんが；そこらあノをクが誰常だ
お、か乙ののでずT．該房な歴珀1汐であるとのラことぽみんな言ラのですげカどb、そう
浮のながら、理κ語な現κ房だγプ勿クな、な乙τ研乙て～現κ語の耽とのラのな1，
ある．斎妹でな翻ぎを菩τた，羽時講みたのなところで講講ずる感凸びのbのだなっτの
ることが多のようで坑そftて聯局、9Efeをやっτ、逝：置以労をやっτ，そのつなぎ
だなる男治のところぽ手がつか、なので碧ττおカ」カノをカげですゐ褒近だなっτ男冶の
こともやク始めま乙たげ彪ども，1男治の諺奏iレな、をとのうものん～ぽとんど硯さカτの
、なののでななのでずカ⊃。
柴〕野（武）　蹄学」だな舅般が）なのカげですゐ。
佐劇喜代治）鍛家腓常1硯硬を盛ん1ごやりτのる捌包よう。
柴m　現〆e憩を靭！グの分拶だ乙τのる学孝｛ちのますTX？。　ノ　　　　　（pp．82－83）
　　　　　　　　　　　　『シンポジウム日本語①　日本語の歴史』学生社、1975年
　これは、1975（昭和50年）の記述である。当時からすれば70～80年ほどしか経ってい
ない明治の言語を歴史的にとらえるという観点は、まだ常識にはなっていなかったことが
うかがえる。
　上記から35年たった現在、今から70～80年の出来事である昭和初期の言語の動態を歴
史的に見るという姿勢はもはや認定されてしかるべきであり、本研究はその一端を明らか
にしようとした模索であると言える。ただし本研究は、現時点では「日本語史全体からみ
た位置づけ」に関して未熟なところが多いことを認めざるを得ない。今後の最重要課題で
あると考えている。
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　今回の稿では、1940（昭和15）年3月まで活動した第1期放送用語委員会（正式名称「放
送用語な ?ﾉ発音改善調査委員会」）の成果に関する考察に重点が置かれており、第2期放送
用語委員会（正式名称「ニュース用語調査委員会」、1940年8月発足）の活動・成果につい
ては、9章を除くと残念ながらあまり取り上げる余裕がなかった。
　第1期・第2期を通して放送用語委員を受け持った土岐善麿は、開戦以降の放送用語に
関連して次のように語っている。
々響轄とのラ考え方な、ご承初のようだ磁ンからあるケカどb，撰轄とのラbのを
まめるとかぎまるとかのラことな，こカぽス為吻だのぐbcpo’やなのから，む乙ろメξ
遭語とのラ立場でね。つまクコモン・ランゲージとののまずかね。ズタンダーだ・ラ
ング」ジとのラことて『な乙だ、コそ…ン・ラングLジとのラ君嫁でもっτθ本房を鯉
乙τのぐ，とのラのが灘局の方針でね。ずっとやっτきτ、ぞ乙τあの錫争で｛らっ
τ，げっきょぐ軍働∫）ぞ）んだ）る翻乙、なのようなことぱ’でるって遡房さ乙τ、押乙遍F
すとのっ、をよう、な方疸1をとっτのっτ、韓冴の拶昔なんτのったよう、なもの6。継
瘤βのことよク6、6ラ強務1さノzτああのラbのを雄乙た、んですからね、ぞカを6
ラーペんぽご0τ、齪の生括のまの。老会的な麓譜を契たすようだ乙ようとρ，ラの
tiSX鐵憂の、少、なぐとも、ぽぐが国房蕃講会だなのったときだな、ぼぐぱぞうのラよ
うだ考えτやった。ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土岐善麿（1970））
　つまり、第1期の放送用語委員会では、少なくとも意識・姿勢の上では「標準語」では
なく「共通語」というものを志向していたのだが、それが開戦以降は軍部の意見が強くな
ったことによって「多くの人に通じることば」を作り上げるという観点が希薄になってゆ
き、戦後はそのことに対する反省として「わかりやすさ」にあらためて重きが置かれるよ
うになったと解釈することができる。このような流れから考えると、第2期放送用語委員
会の時期というのは、戦後の言語政策の方向性を定めるのにあたって「反面教師」として
の一定の役割を果たしたといえる。
　また、以下のような手書きのインタビュー記録（NHK放送博物館蔵）も残っている。’
仕岐（善麿）　そこのところへやっぱク幾らか，その、ノなんだな、カの吻わったの
　が軍務8のカで乙ようね
ノ≠∠7（虎一郎）　ぱあ，ぱあ
te．ええ、軍スの…
井々　なの，演甜ですか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ」5喫軍のカ，こカな、その灘｝語oやなぐ，その大底増方から出た将軍たちが｝多の
　ですからね
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＃n　なの
ま喫ぞうすと、その鶴をちのことぽはぞんなところで決めらカる／b　Vやなのっτ
　な気寿1があって”、ぞ煮でやつτのぐでしよ
＃a　一番κ表融な6のだとβら．齪の26／Lでのたんですかね
±1岐え，え
＃oだ〉ク〕ら蝦争中もずのぶ）ん，差堂あの，ニューズをCt　0・めと乙τぞうのうふうな，
　痔だのまおっ乙やった章1勝のノしがつぐったようなことぽわτのラのが溜τまのクま
　乙、をね
t鮪ξええ、ぞうなんですね
＃a　あ虎だ対乙τ楓逆だ，のま発一生がおっ乙．やったようだ辮澄、或な継局だ
　ですカ、軍鋤疹、圧力つτののますか，ぞうのラbのがあつたんですか
．士」岐　ぞ虎ぽどe’やなので乙よう
＃O　なあ。！をだ乞ξあ云っτのる遭ク、その、広：．名なげカぱ燃が悪「のと0〕のますか
　ね，摺≠が
士岐　まあ，ぞ、ん、なふうな醸で乙ようね
＃n　ぽあ、ですから蛾争が撒乙ぐなっτきますと、そうのラふうな葵字のbっτの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せtbめつ　　　　　　　　　　“　P　る一つの擁範砂乙まラリか、威厳のあクぞうなことぽね、畷渤とか磯謝する
　　　　　げきたい
　とかね墜退ノするとか、ぞうのラふうなことぱ）が非営だ多ぐなっτのますね。
t峻ぞうそう
＃々　ぞカから、房字の…
」右岐　鑓部の中から出すもの／t変えちやのげなo）Pτ云うんだ〉ク疹
＃々　ぞうなんですね，こカ！鑑督筍デのあカでムたねノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（斎藤美雄文責（1977））
　当時の放送のことばが軍部の有形無形の圧力によってどのように変質を迫られたのかと
いうことを、上記のような記述や数少ない先行研究の一つである浅井真慧（1990）などの
指摘を踏まえたうえで、今後実証的に明らかにしてゆく必要があると感じている。
　また、戦前の放送のことばが実際の「市井の日本語」にどのような影響を及ぼしたのか
という面に関しては、11章で推定を述べたのみで、具体的な論証にはまだ乗り出していな
い状態である。今後さらに資料を集め、本研究の「日本語史全体における位置づけ」のあ
りかたを意識しながら、さまざまな観点から明らかにしてゆきたい。
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各章の初出一覧
　章の初出一一fi
　各章の初出を以下に示す。いずれも初出時のものに、大幅な加筆・修正を施してある。
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